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表

紙

に

大

き

な

文

字

で

五

人

組

と

だ

け

書

か

れ

た

も

の

を

古

書

市

で

手

に

入

れ

た

。

最

後

に

文

政

五

年

と

書

か

れ

て

い

る

。

一

頁

に

四

行

の

大

き

な

文

字

で

書

か

れ

て

い

る

が

内

容

は

五

人

組

前

書

そ

の

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

は

何

な

の

か

疑

問

に

思

っ

て

い

た

と

こ

ろ

、

『

徳

川

吉

宗

と

そ

の

時

代

』

（

辻

達

也

著

）

に

 

 

鷹

狩

り

を

し

た

吉

宗

が

吉

田

順

庵

と

い

う

家

で

休

息

し

た

と

こ

ろ

、

法

度

を

手

本

と

し

て

手

習

い

を

さ

せ

て

い

た

こ

と

を

知

っ

て

、

以

後

代

官

ら

に

法

度

や

五

人

組

帳

を

手

習

い

の

手

本

と

す

る

よ

う

命

じ

た

。

 

 

と

あ

り

、

こ

れ

は

そ

の

手

習

帳

で

で

は

な

い

か

と

気

が

つ

い

た

。

 

  

さ

ら

に

こ

の

手

習

い

帳

と

思

わ

れ

る

も

の

の

中

に

挟

み

込

ま

れ

て

い

た

往

来

手

形

の

切

端

に

隠

州

知

夫

里

郡

と

書

か

れ

て

お

り

、

五

人

組

の

条

文

に

流

人

、

他

国

舟

、

当

島

と

い

う

言

葉

が

あ

る

の

で

、

こ

れ

は

隠

岐

島

の

も

の

に

違

い

な

い

と

確

信

し

た

。

隠

岐

の

島

は

大

き

く

は

四

つ

の

群

島

で

知

夫

里

は

そ

の

ひ

と

つ

で

あ

る

。

た

だ

し

こ

の

古

文

書

は

知

夫

里

の

も

の

で

あ

る

と

い

う

特

定

で

き

な

い

。

 

 

こ

の

よ

う

な

発

見

が

ま

す

ま

す

古

文

書

に

興

味

を

覚

え

さ

せ

て

く

れ

る

。

五

人

組

帳

は

長

文

で

う

ん

ざ

り

す

る

の

だ

が

、

こ

れ

は

ど

う

に

か

最

後

ま

で

解

読

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

往

来

手

形

の

人

物

と

こ

の

手

習

帳

で

学

ん

だ

人

物

が

気

に

な

る

が

何

か

知

る

手

懸

り

が

あ

る

だ

ろ

う

か

。

さ

ら

に

こ

の

古

文

書

の

背

景

に

な

る

当

時

の

百

姓

観

や

隠

岐

の

歴

史

な

ど

を

探

っ

て

み

た

い

と

思

う

。

 

 

五

人

組

帳

は

検

地

帳

な

ど

と

共

に

代

表

的

な

村

方

文

書

の

ひ

と

つ

で

あ

る

。

戦

後

こ

の

分

野

の

研

究

が

進

み

数

々

の

論

文

、

文

献

が

発

表

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

状

況

に

つ

い

て

『

天

保

騒

動

記

』

青

木

美

智

男

著

に

次

の

よ

う

に

書

か

れ

て

い

る

。

 

 

戦

後

の

日

本

の

歴

史

学

界

の

中

で

、

め

ざ

ま

し

い

発

展

を

し

め

し

た

分

野

に

、

日

本

近

世

史

研

究

が

あ

る

。

戦

前

以

来

の

時

代

区

分

で

い

え

ば

、

江

戸

時

代

に

あ

た

る

。

し

か

し

、

そ

の

研

究

の

中

身

は

、

お

も

に

支

配

者

の

歴

史

を

中

心

に

し

て

き

た

戦

前

の

研

究

と

は

異

な

る

。

戦

後

は

、

底

辺

で

働

き

、

歴

史

を

支

え

発

展

さ

せ

て

き

た

百

姓

た

ち

の

生

活

や

た

た

か

い

を

具

体

的

に

解

明

し

て

き

た

の

だ

と

い

っ

て

よ

い

。

 

そ

し

て

、

こ

の

よ

う

な

問

題

へ

の

関

心

が

高

ま

れ

ば

高

ま

る

ほ

ど

、

百

姓

た

ち

の

生

活

の

実

態

が

も

っ

と

も

よ

く

書

き

残

さ

れ

て

い

る

村

方

文

書

の

発

掘

も

す

す

ん

だ

。

兵

農

分

離

以

後

、

村

役

人

に

年

貢

の

徴

収

な

ど

を

ま

か

せ

た

村

請

制

と

い

う

支

配

の

し

く

み

か

ら

い

け

ば

、

理

論

的

に

は

、

旧

村

の

数

ほ

ど

、

ど

こ

の

村

に

も

文

書

が

残

さ

れ

て

い

る

は

ず

だ

、

と

い

っ

て

も

よ

い

く

ら

い

で

あ

る

か

ら

、

研

究

上

の

関

心

の

高

ま

り

と

と

も

に

、

各

地

で

未

発

見

の

文

書

が

発

掘

さ

れ

て

も

お

か

し

く

な

い

。

 

事

実

、

な

か

に

は

、

当

時

の

百

姓

た

ち

の

生

活

を

明

ら

か

に

し

て

く

れ

る

貴

重

な

文

書

も

た

く

さ

ん

ふ

く

ま

れ

て

い

た

。

し

か

も

、

残

さ

れ

て

い

る

文

書

の

大

半

は

百

姓

自

身

の

手

で

書

い

た

も

の

で

あ

る

。

保

存

用

の

長

持

の

中

は

、

前

述

の

よ

う

に

、

ほ

と

ん

ど

整

理

や

分

類

も

さ

れ

な

い

ま

ま

雑

然

と

し

て

い

る

こ

と

が

多

い

。

そ

し

て

と

き

に

は

、

七

十

年

～

八

十

年

近

く

土

蔵

の

片

す

み

に

眠

っ

て

い

た

た

め

、

湿

気

や

虫

食

い

、

鼠

の

巣

と

化

し

て

聞

く

こ

と

も

で

き

な

く

な

っ

て
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い

る

こ

と

も

あ

る

が

、

そ

の

中

か

ら

そ

れ

ま

で

の

百

姓

観

を

大

き

く

変

え

さ

せ

る

よ

う

な

内

容

が

書

か

れ

て

い

る

文

書

が

た

く

さ

ん

発

見

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

 

 

そ

れ

で

は

従

来

の

百

姓

観

は

ど

う

で

あ

っ

た

の

だ

ろ

う

か

。

江

戸

時

代

の

農

民

の

支

配

の

定

説

と

し

て

『

本

佐

録

』

の

つ

ぎ

の

言

葉

を

引

合

い

に

説

明

さ

れ

る

。

 

 

百

姓

は

天

下

の

根

本

也

。

是

を

治

む

る

に

法

あ

り

。

先

づ

一

人

一

人

の

田

地

の

境

目

を

よ

く

立

て

、

さ

て

一

年

の

入

用

作

食

を

つ

も

ら

せ

、

其

余

を

年

貢

に

収

む

べ

し

。

百

姓

は

財

の

余

ら

ぬ

や

う

に

、

不

足

な

き

や

う

に

、

治

む

る

こ

と

道

な

り

。

毎

年

立

毛

の

上

を

以

て

納

む

る

こ

と

、

古

の

聖

人

の

法

な

り

 

（

注

『

本

佐

録

』

政

道

書

。

徳

川

家

康

の

側

近

で

あ

る

本

田

佐

渡

守

正

信

が

二

代

将

軍

秀

忠

に

家

康

の

言

葉

と

し

て

説

い

た

書

と

さ

れ

る

。

成

立

は

寛

文

十

年

（

一

六

七

〇

）

頃

。

実

際

は

藤

原

惺

窩

（

せ

い

か

）

著

と

い

わ

れ

る

「

仮

名

性

理

」

の

異

本

と

す

る

説

が

有

力

。

）

 

 

吉

宗

時

代

に

勘

定

奉

行

に

な

っ

た

神

尾

都

知

の

放

言

し

た

｢

胡

麻

の

油

と

百

姓

は

絞

れ

ば

絞

る

ほ

ど

出

る

も

の

な

り

｣

と

か

｢

生

か

さ

ぬ

よ

う

に

殺

さ

ぬ

よ

う

に

｣

と

い

う

言

葉

が

本

佐

録

の

｢

財

の

余

ら

ぬ

や

う

に

、

不

足

な

き

や

う

に

｣

と

同

義

に

と

ら

れ

、

過

激

な

言

葉

の

ほ

う

が

先

行

し

て

一

般

化

し

て

い

る

の

が

現

状

で

あ

る

。

こ

れ

は

百

姓

自

身

が

残

し

た

古

文

書

が

少

な

く

身

分

制

度

下

で

公

に

出

さ

れ

た

文

書

で

し

か

百

姓

た

ち

の

生

活

が

見

え

な

い

か

ら

で

、

前

述

の

著

書

の

よ

う

に

必

ず

し

も

支

配

者

に

痛

み

つ

け

ら

れ

た

日

常

を

送

っ

て

い

た

訳

で

は

な

い

と

い

う

見

方

も

あ

る

。
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表

紙

 

 

  

五

人

組

に

つ

い

て

 

江

戸

時

代

の

村

や

町

に

お

け

る

最

末

端

の

行

政

組

織

。

村

で

は

本

百

姓

、

町

で

は

家

持

ち

、

家

主

を

そ

れ

ぞ

れ

近

隣

の

五

戸

ず

つ

を

原

則

と

し

て

組

み

合

わ

せ

て

構

成

し

た

。

五

人

組

の

機

能

は

仲

間

と

し

て

日

常

生

活

で

の

相

互

援

助

も

行

っ

た

が

、

年

貢

納

入

、

治

安

維

持

に

つ

き

組

の

構

成

員

が

連

帯

責

任

を

負

う

と

こ

ろ

に

あ

っ

た

。

五

人

組

帳

の

条

文

（

前

書

と

い

う

）

に

は

、

農

民

や

町

民

の

日

常

生

活

に

か

か

わ

る

細

か

い

規

定

が

書

か

れ

て

い

る

 

 

五

人

組

の

支

配

体

制

を

よ

く

現

し

て

い

る

最

後

に

書

か

れ

た

請

書

の

部

分

を

先

に

見

て

み

た

い

。

 

    

前

書

の

後

、

請

書

の

部

分

 

 
 

 

右

御

ケ

條

之

趣

惣

百

姓

不

残

寄

合

 

奉

拝

見

候

常

々

堅

相

守

妻

子

召

仕

等

迄

 

念

を

入

以

可

申

付

候

五

人

組

之

儀

中

能

者

計

り

 

不

撰

向

寄

巡

ニ

組

合

地

借

店

借

水

呑

ニ

至

迄

 

  

仮

名

が

ふ

っ

て

あ

る

の

は

手

習

い

で

使

用

し

た

た

め

で

あ

ろ

う

。

前

書

を

遵

守

す

る

旨

の

誓

約

文

で

あ

る

。

原

本

に

は

こ

の

後

に

署

名

連

印

が

あ

る

は

ず

で

あ

る

。

 

 

組

は

つ

れ

の

者

壱

人

も

無

御

座

候

尤

 

前

書

御

條

目

落

字

無

之

様

写

之
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庄

屋

方

ニ

差

置

御

用

ニ

付

惣

百

姓

集

り

候

 

度

々

読

聞

せ

無

油

断

吟

味

可

仕

候

若

 

 
 

相

背

候

者

御

座

候

ハ

ゝ

当

人

は

不

及

申

上

 

庄

屋

五

人

組

共

急

度

曲

事

可

被

 

仰

付

候

為

後

日

連

判

手

形

指

上

申

所

如

件

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四

十

六

枚

 

文

政

五

年

午

十

二

月

吉

日

 

多

井

才

衛

㊞

 

   

本

来

の

五

人

組

帳

で

あ

れ

ば

こ

の

後

に

連

判

が

あ

る

。

 

        

こ

の

五

人

組

帳

で

隠

岐

島

特

有

の

条

文

 

 

流

人

に

関

す

る

条

文

 

一

流

人

之

内

御

扶

持

方

被

下

候

衆

、

其

外

放

捨

之

者

迄

も

如

何

様

ニ

被

頼

 

候

共

、

船

渡

シ

仕

間

敷

候

、

若

致

油

断

渡

海

有

之

お

い

て

ハ

当

村

之

者

、

御

詮

議

之

上

曲

事

可

被

仰

付

候

、

右

之

面

々

江

非

分

不

掛

申

無

礼

ケ

間

敷

義

仕

間

鋪

候

事

 

一

流

人

江

他

国

よ

り

之

書

状

等

一

切

取

次

申

間

敷

候

、

乍

尓

い

と

な

み

に

成

候

義

願

、

又

ハ

無

拠

子

細

ニ

お

い

て

ハ

其

所

御

役

人

中

江

相

訴

可

申

候

、

他

国

江

遣

度

由

申

者

御

座

候

ハ

ゝ

、

是

又

御

役

人

中

指

図

を

請

可

申

候

、

惣

而

何

事

ニ

よ

ら

す

疑

敷

義

御

座

候

ハ

ゝ

、

早

速

御

注

進

可

申

上

事
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他

国

船

に

関

す

る

条

文

 

一

他

国

船

入

津

之

節

往

来

手

形

相

改

、

御

手

代

衆

江

□

御

断

揚

可

申

候

、

往

来

手

形

無

之

候

ハ

ゝ

揚

申

間

鋪

候

、

若

不

審

成

儀

御

座

候

ハ

ゝ

 

御

手

代

衆

江

御

注

進

可

仕

事

 

一

他

国

船

当

島

ニ

心

懸

ケ

商

売

物

持

参

、

往

来

手

形

有

之

候

ハ

ゝ

揚

候

而

、

前

々

之

通

り

札

を

以

為

致

商

売

可

申

候

、

往

来

之

船

当

島

ニ

懸

積

荷

物

之

内

売

申

度

由

申

候

共

、

少

シ

も

売

せ

申

間

敷

候

、

自

然

逢

難

風

ニ

糧

米

無

之

、

何

ニ

而

も

払

糧

米

求

度

由

申

候

ハ

ゝ

、

糧

米

調

候

程

ハ

売

せ

可

申

候

事

 

一

他

国

船

逢

難

風

危

ク

躰

ニ

候

ハ

ゝ

、

随

分

情

を

出

シ

介

抱

可

仕

候

、

寄

船

寄

荷

物

等

御

制

札

之

通

り

相

守

、

聊

以

不

作

法

仕

間

敷

候

、

 

自

然

島

江

寄

懸

り

候

船

日

和

能

候

得

共

、

致

逗

留

候

ハ

ゝ

早

々

出

船

候

様

申

渡

シ

為

致

逗

留

申

間

鋪

候

事

 

              

港

、

島

で

あ

る

こ

と

を

示

す

条

文

 

一

出

船

の

砌

、

乗

人

并

船

頭

水

主

□

等

ニ

至

迄

致

吟

味

慥

成

請

人

を

取

可

申

事

 

一

島

中

之

者

他

国

江

参

り

候

時

ハ

往

来

之

御

手

形

申

請

出

船

可

仕

事
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往

来

手

形

 

条

文

に

｢

一

、

島

中

之

者

他

国

江

参

り

候

時

ハ

往

来

之

御

手

形

申

請

出

船

可

仕

事
｣

と

あ

り

、

そ

の

往

来

手

形

が

あ

る

。

こ

れ

が

挟

み

込

ま

れ

て

い

た

の

で

、

隠

岐

島

の

五

人

組

帳

だ

と

い

う

決

め

手

に

な

っ

た

。

用

済

み

の

為

か

寺

の

捺

印

部

分

か

ら

下

は

破

り

取

ら

れ

て

い

る

が

文

章

は

ほ

ぼ

原

型

を

留

め

て

い

る

。

 

  
 

 

 

宗

門

往

来

之

事

 

御

料

松

平

出

羽

守

様

御

預

所

 

一

隠

州

知

夫

里

郡

知

夫

里

村

弥

吉

 

重

太

郎

お

は

な

お

う

め

宗

旨

 

真

言

宗

当

寺

旦

那

ニ

紛

無

御

座

候

 

然

所

此

度

四

国

巡

拝

ニ

罷

出

 

若

行

暮

候

節

ハ

一

宿

之

儀

御

（

頼

）

 

申

候

萬

一

何

方

ニ

而

病

死

候

共

 

其

所

之

以

御

作

法

御

執

行

 

可

被

下

候

於

拙

寺

何

之

構

無

 

御

座

候

為

後

日

仍

而

如

件

 

安

政

七

年

申

二

月

 

知

夫

里

郡

知

夫

里

村

 

願

成

寺

 

国

々

所

々

 

御

関

所

 

村

々

御

役

人

衆

中

 

 

知

夫

里

村

の

弥

吉

、

重

太

郎

、

お

は

な

、

お

う

め

の

四

名

が

安

政

七

年

に

四

国

巡

拝

に

行

く

為

に

も

ら

っ

た

往

来

手

形

で

あ

る

。

「

萬

一

何

方

ニ

而

病

死

候

共

、

其

所

之

以

御

作

法

御

執

行

可

被

下

候

」

は

往

来

手

形

に

必

ず

書

か

れ

る

文

言

で

あ

る

が

、

途

中

で

死

ん

だ

場

合

は

そ

こ

の

作

法

で

葬

っ

て

く

れ

と

の

こ

と

で

、

当

時

の

旅

は

命

を

落

と

す

こ

と

が

あ

る

こ

と

を

意

味

し

て

い

る

。

四

国

巡

礼

は

身

寄

り

の

な

い

年

寄

り

が

極

楽

往

生

を

願

っ

て

行

く

こ

と

も

日

常

で

あ

っ

た

と

聞

く

。

交

通

手

段

は

ど

う

し

た

の

か

気

に

な

る

と

こ

ろ

で

あ

る

が

、

こ

の

往

来

手

形

は

島

に

残

っ

て

い

た

よ

う

な

の

で

四

人

は

幸

い

に

戻

っ

て

こ

ら

れ

た

の

で

あ

ろ

う

。

手

形

を

書

い

た

願

成

寺

は

現

在

も

隠

岐

の

地

図

に

載

っ

て

い

る

。
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条

文

の

最

後

に

「

御

触

書

写

し

」

が

あ

る

。

強

訴

、

徒

党

、

逃

散

、

停

止

の

触

れ

で

一

般

的

な

も

の

で

あ

る

。

最

近

御

代

官

陣

屋

へ

大

勢

集

ま

っ

た

事

へ

の

注

意

喚

起

で

あ

る

。

触

れ

の

出

さ

れ

た

年

は

特

定

で

き

な

い

。

 

   
 

 

御

触

書

写

し

 

御

預

リ

所

国

々

百

姓

共

御

取

箇

并

夫

食

 

  
 

 

種

貸

等

其

外

頼

之

儀

ニ

付

強

訴

 

徒

党

逃

散

候

義

堅

停

止

候

処

近

来

 

御

料

所

之

内

ニ

も

右

躰

之

願

筋

ニ

付

御

代

官

 

陣

屋

江

大

勢

相

集

り

致

訴

訟

候

義

も

 

   

 
 

 

有

之

不

届

キ

至

極

ニ

候

自

今

以

後

厳

敷

 

吟

味

之

上

重

キ

罪

科

ニ

可

被

行

候

条

 

御

代

官

支

配

限

り

百

姓

共

江

兼

々

急

渡

 

申

付

置

候

様

御

代

官

江

可

申

渡

候

 

 

 

幕

府

の

御

料

を

俗

に

天

領

と

い

い

、

諸

家

御

預

け

の

御

料

も

多

く

あ

っ

た

。

こ

こ

は

後

者

で

往

来

手

形

記

載

の

と

お

り

｢

御

料

松

平

出

羽

守

様

御

預

所

｣

で

松

江

藩

御

預

け

の

領

地

で

あ

る

。

代

官

所

は

代

官

の

執

務

す

る

と

こ

ろ

で

天

領

で

は

勘

定

所

の

配

下

に

あ

っ

た

。

私

領

も

ほ

ぼ

同

じ

体

制

で

あ

る

の

で

こ

こ

で

は

松

江

藩

管

轄

の

代

官

所

の

こ

と

で

あ

ろ

う

。

陣

屋

は

代

官

の

居

宅

で

あ

る

が

普

通

は

両

者

が

隣

接

し

て

い

る

の

で

区

別

さ

れ

な

い

こ

と

が

多

い

。

 

地

方

の

古

文

書

で

よ

く

使

わ

れ

る

言

葉

で

あ

る

。

｢

徒

党

｣

何

事

か

を

な

さ

ん

と

し

て

多

数

団

結

す

る

こ

と

。

｢

強

訴

｣

徒

党

を

組

ん

で

訴

え

る

こ

と

。

｢

逃

散
｣

百

姓

た

ち

が

そ

の

為

政

に

納

得

せ

ず

、

一

村

ま

た

は

二

、

三

カ

村

申

し

あ

わ

せ

て

妻

子

を

連

れ

田

畑

家

屋

敷

を

捨

て

て

そ

の

村

を

立

ち

退

く

こ

と

。

｢

停

止
｣
(

ち

ょ

う

じ

)

と

読

み

、

さ

し

止

め

。

禁

止

の

こ

と

。

（

当

時

の

法

令

用

語

）
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隠

岐

島

、

流

人

に

つ

い

て

 

 

隠

岐

の

歴

史

は

古

く

大

和

朝

廷

時

代

に

一

つ

の

国

と

し

て

成

立

し

て

い

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

島

で

は

な

く

国

で

あ

る

と

主

張

す

る

人

も

い

る

。

確

か

に

江

戸

時

代

の

日

本

は

六

十

六

箇

国

二

島

に

分

か

れ

て

お

り

、

隠

岐

は

佐

渡

同

様

、

国

と

さ

れ

て

い

た

。

ち

な

み

に

二

島

と

は

壱

岐

と

対

馬

で

あ

る

。

幕

府

直

轄

地

の

あ

っ

た

の

は

そ

の

う

ち

の

四

十

四

箇

国

で

隠

岐

も

そ

の

ひ

と

つ

で

あ

っ

た

。

 

元

亀

元

年

(

七

二

四

)

遠

流

(

お

ん

る

)

の

地

と

し

て

定

め

ら

れ

て

か

ら

近

世

ま

で

一

貫

し

て

流

刑

の

島

で

あ

っ

た

。

よ

く

知

ら

れ

て

い

る

と

こ

ろ

で

は

、

承

久

三

年

(

一

二

二

一

)

後

鳥

羽

上

皇

は

承

久

の

乱

で

倒

幕

に

失

敗

し

隠

岐

へ

流

さ

れ

延

応

元

年

(

一

二

三

九

)
こ

の

地

で

生

涯

を

閉

じ

た

。

ま

た

元

弘

二

年

(

一

三

三

二

)

に

後

醍

醐

天

皇

は

元

弘

の

乱

で

北

條

義

時

に

捕

ら

え

ら

れ

隠

岐

へ

配

流

さ

れ

た

が

翌

年

に

島

を

離

脱

し

て

い

る

。

こ

の

よ

う

に

中

世

ま

で

は

権

力

闘

争

で

敗

れ

政

治

犯

と

さ

れ

た

貴

族

や

武

士

、

僧

が

配

流

の

対

象

で

あ

っ

た

。

 

 

近

世

に

な

っ

て

戦

国

期

は

毛

利

氏

、

堀

尾

氏

、

京

極

氏

が

そ

れ

ぞ

れ

私

領

と

し

て

治

め

た

。

徳

川

に

な

っ

て

か

ら

は

形

式

的

に

は

幕

府

直

轄

地

（

天

領

）

で

あ

っ

た

が

、

幕

府

が

代

官

を

置

い

た

の

は

貞

享

末

か

ら

享

保

五

年

ま

で

の

三

十

三

年

間

で

、

そ

の

前

と

後

幕

末

ま

で

は

往

来

手

形

に

｢

御

料

松

平

出

羽

守

様

御

預

所

｣

と

書

か

れ

て

い

る

よ

う

に

幕

府

が

松

江

松

平

家

へ

行

政

を

委

託

し

た

形

の

松

江

藩

預

け

地

で

あ

っ

た

。

 

貞

享

ま

で

は

流

人

の

数

は

少

な

く

僧

を

含

め

て

士

分

以

上

に

相

当

す

る

者

で

す

べ

て

扶

持

が

付

い

て

い

た

が

、

そ

れ

以

降

は

扶

持

が

付

い

て

い

な

い

放

捨

（

は

な

ち

す

て

）

の

流

人

が

急

増

し

た

。

条

文

に

も

｢

流

人

之

内

御

扶

持

方

被

下

候

衆

、

其

外

放

捨

之

者

迄

も

｣

と

区

別

さ

れ

て

い

る

。

幕

府

が

代

官

を

置

い

た

の

が

こ

の

頃

で

幕

府

が

財

政

改

革

を

行

っ

た

時

期

で

も

あ

る

。

流

人

は

江

戸

か

ら

は

大

坂

へ

船

で

送

ら

れ

、

大

坂

で

松

江

藩

留

守

居

役

に

引

渡

さ

れ

隠

岐

へ

送

ら

れ

た

。

こ

の

間

天

候

な

ど

悪

環

境

で

病

死

す

る

流

人

も

多

か

っ

た

と

い

う

。

 

流

人

の

扱

い

は

こ

の

五

人

組

帳

に

｢

右

の

面

々

へ

非

分

掛

け

申

さ

ず

、

無

礼

が

ま

し

き

義

仕

り

ま

じ

く

候

事

｣

、

｢

い

と

な

み

に

成

り

候

義

の

願

、

又

は

拠

所

な

き

子

細

に

お

い

て

は

、

其

所

御

役

人

中

へ

相

訴

え

申

す

べ

く

候

、

他

国

へ

遣

い

度

由

、

申

す

者

御

座

候

は

ば

、

是

又

御

役

人

中

指

図

を

請

け

申

す

べ

く

候

｣

と

あ

り

、

こ

の

条

文

を

見

る

限

り

流

人

と

て

人

と

し

て

の

生

活

は

あ

る

程

度

守

ら

れ

て

い

た

よ

う

で

あ

る

。

 

五

人

組

帳

も

代

官

時

代

に

整

備

さ

れ

た

よ

う

で

、

文

献

に

よ

る

と

享

保

二

年

の

｢

当

国

五

人

組

御

仕

置

帳

面

｣

が

残

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

手

習

い

帳

に

な

っ

た

五

人

組

は

文

政

五

年

に

写

し

た

も

の

な

の

で

そ

れ

か

ら

ほ

ぼ

百

年

経

っ

て

か

ら

の

も

の

で

あ

る

。

た

だ

し

条

文

に

｢

牛

馬

は

申

す

に

及

ば

ず

、

犬

猫

鶴

迄

も

疎

抹

仕

り

ま

じ

く

事

｣

と

あ

る

の

は

綱

吉

の

生

類

憐

み

の

令

の

名

残

で

あ

る

の

で

、

も

と

は

元

禄

の

代

官

時

代

に

作

ら

れ

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

 

 

産

業

で

は

｢

他

国

船

当

島

に

心

懸

け

商

売

物

持

参

、

往

来

手

形

こ

れ

有

り

候

は

ば

揚

げ

候

に

て

、

前

々

の

通

り

札

を

以

っ

て

商

売

致

さ

せ

申

す

べ

く

候

｣

と

あ

り

、

札

に

よ

る

商

売

が

認

め

ら

れ

て

い

た

。

隠

岐

と

出

雲

の

航

路

を

往

復

す

る

船

の

数

が

増

え

、

海

の

資

源

、

す

る

め

、

干

鮑

、

塩

鰯

な

ど

を

扱

う

問

屋

、

輸

送

す

る

廻

船

業

が

発

達

し

た

。

西

回

り

の

北

前

船

の

風

待

ち

の

寄

港

地

と

な

り

、

こ

こ

で

直

接

商

業

活

動

を

し

た

の

で

は

な

い

が

、

こ

の

地

の

貨

幣

経

済

に

影

響

を

及

ぼ

し

た

の

で

あ

る

。
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ま

と

め

 

  

元

と

な

る

五

人

組

帳

は

生

類

憐

み

の

令

の

名

残

が

あ

る

こ

と

か

ら

綱

吉

の

時

代

、

幕

府

の

代

官

が

治

め

て

い

た

元

禄

時

代

に

作

成

さ

れ

、

そ

の

後

松

江

藩

の

預

り

所

と

な

っ

た

享

保

時

代

以

降

に

触

書

の

追

記

が

行

わ

れ

、

文

政

時

代

に

寺

子

屋

の

師

匠

に

よ

っ

て

こ

の

よ

う

な

形

に

写

さ

れ

た

と

考

え

て

よ

い

だ

ろ

う

。

 

 

五

人

組

帳

の

条

文

か

ら

流

人

の

島

と

は

い

え

本

土

と

変

わ

ら

な

い

村

の

支

配

制

度

が

あ

り

、

こ

の

島

特

有

の

流

人

と

の

共

存

も

図

ら

れ

て

い

た

。

安

政

年

間

に

は

四

国

巡

礼

が

で

き

る

程

度

の

生

活

を

す

る

人

々

が

お

り

、

海

路

で

あ

る

が

本

土

と

の

交

通

手

段

も

整

っ

て

い

た

と

い

え

る

。

ま

た

こ

の

よ

う

な

形

で

子

供

の

教

育

も

行

わ

れ

て

い

た

こ

と

が

分

か

る

。

 

 

以

前

は

歴

史

年

表

に

も

載

せ

ら

れ

て

お

り

、

五

人

組

帳

の

元

祖

と

さ

れ

て

い

た

慶

安

御

触

書

は

、

江

戸

時

代

の

第

三

代

将

軍

徳

川

家

光

期

に

あ

た

る

慶

安

二

年

（

一

六

四

九

年

）

に

、

江

戸

幕

府

が

農

民

統

制

の

た

め

に

発

令

さ

れ

た

幕

法

と

さ

れ

て

い

る

文

書

で

あ

る

が

、

現

在

で

は

幕

法

で

は

な

く

、

元

禄

十

年

（

一

六

九

七

年

）

に

甲

斐

国

甲

府

藩

領

で

発

布

さ

れ

て

い

た

農

民

教

諭

書

が

慶

安

年

間

の

幕

法

で

あ

る

と

す

る

伝

承

が

付

加

さ

れ

広

ま

っ

た

も

の

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。

一

部

抜

粋

し

て

み

る

と

 

 

一

朝

お

き

を

致

し

朝

草

を

苅

晝

ハ

田

畑

耕

作

に

か

ゝ

り

晩

に

ハ

繩

を

な

い

た

わ

ら

を

あ

み

何

に

て

も

そ

れ

そ

れ

の

仕

事

無

油

斷

可

仕

事

 

一

酒

茶

を

買

の

み

申

間

敷

候

妻

子

同

前

之

事

 

一

里

方

ハ

居

屋

敷

之

廻

り

に

竹

木

を

植

下

葉

共

取

薪

を

買

候

ハ

ぬ

樣

に

可

仕

事

 

一

萬

種

物

秋

初

ニ

念

を

入

ゑ

り

候

て

能

種

を

置

可

申

候

惡

種

を

蒔

候

得

ハ

作

毛

惡

敷

候

事

 

一

正

月

十

一

日

前

に

毎

年

鍬

の

さ

き

を

か

け

か

ま

を

打

直

し

能

き

れ

候

樣

ニ

可

仕

惡

き

く

わ

に

て

ハ

田

畑

お

こ

し

候

に

は

か

ゆ

き

候

ハ

す

か

ま

も

き

れ

か

ね

候

得

ハ

同

前

之

事

 

一

百

姓

ハ

こ

へ

は

い

調

置

き

候

儀

專

一

ニ

候

間

せ

つ

ち

ん

を

ひ

ろ

く

作

り

雨

降

り

候

時

分

水

不

入

樣

に

仕

へ

し

そ

れ

ニ

付

夫

婦

か

け

む

か

い

の

も

の

ニ

而

馬

を

も

持

事

な

ら

す

こ

へ

た

め

申

候

も

な

ら

さ

る

も

の

ハ

庭

之

内

ニ

三

尺

に

二

間

程

に

ほ

り

候

而

其

中

へ

は

き

た

め

又

ハ

道

之

芝

草

を

け

つ

り

入

水

を

な

か

し

入

作

り

こ

ゑ

を

致

し

耕

作

へ

入

可

申

事

 

一

百

姓

ハ

分

別

も

な

く

末

の

考

も

な

き

も

の

ニ

候

故

秋

ニ

成

候

得

ハ

米

雜

穀

を

む

さ

と

妻

子

ニ

も

く

ハ

せ

候

い

つ

も

正

月

二

月

三

月

時

分

の

心

を

も

ち

食

物

を

大

切

ニ

可

仕

候

ニ

付

雜

穀

專

一

ニ

候

間

麥

粟

稗

菜

大

根

其

外

何

に

而

も

雜

穀

を

作

り

米

を

多

く

喰

つ

ふ

し

候

ハ

ぬ

樣

に

可

仕

候

飢

饉

之

時

を

存

出

し

候

得

ハ

大

豆

の

葉

あ

つ

き

の

葉

さ

ゝ

け

の

葉

い

も

の

落

葉

な

と

む

さ

と

す

て

候

儀

ハ

も

つ

た

い

な

き

事

に

候

 

 

こ

の

よ

う

に

日

常

生

活

ま

で

細

か

い

規

定

で

雁

字

搦

め

に

さ

て

れ

い

た

の

で

は

あ

る

が

、

百

姓

た

ち

は

ど

こ

ま

で

こ

れ

ら

に

従

っ

て

い

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

確

か

に

慶

安

御

触

書

は

農

書

と

も

思

え

る

内

容

で

あ

る

。

逆

に

こ

の

五

人

組

帳

は

子

供

の

教

育

に

使

わ

れ

た

事

実

か

ら

法

令

と

言

っ

て

も

啓

蒙

的

な

教

書

の

ひ

と

つ

と

な

っ

た

と

言

え

る

。

類

似

性

か

ら

ど

ち

ら

で

も

使

用

さ

れ

る

内

容

で

あ

る

。

古

文

書

の

定

説

が

覆

さ

れ

た

も

の

の

ひ

と

つ

の

例

で

あ

る

。
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